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ブルネイ・ダルサラーム

ちきゅう見聞録

ブルネイの生活では自然をすごく
身近に感じます。週末は海に行っ
たり、ハイキングをしたりしました。
また夕食の帰り道に海辺に車を止
めて夜風にあたる慣習があり、時間
に追われることなく、ゆったりとし
た生活を送ることができました。

経済学部
高本宏之
2019年８月から1２月まで
EXPLOREプログラムで
ブルネイ・ダルサラーム大学に留学

写真を撮るときには、必ずと言って
いいほど、最後に「フリースタイル」
で写真を撮ります。あとで写真を見
かえしたときに、この「フリースタ
イル」の写真がとても面白いので、
ぜひとも日本に取り入れたいと感じ
ました。

ナシカトはブルネイのローカルフー
ドです。至る所に､ナシカトの専門
店があります。人によってお気に入
りのナシカトのレストランが異なる
ため、どこのナシカトが一番好きか
という話を地元の子に聞くと、とて
も場が盛り上がります。

ご飯と
フライドチキン

たったの1ドル

間接的昆虫食が世界を飢餓から救う
VOICE

おいしいと感じており、さらに70％以上の方

から昆虫飼料への抵抗が以前より減ったとの

回答を得ることができました。また、べっこ

う飴を来場者の方々の前で実際に作り、試食

していただきました。べっこう飴が固まる仕

組みや、砂糖の働き、砂糖の色の変化につい

ても説明し、科学を身近に感じてもらう取り

組みも行いました。

昆虫飼料の知名度をさらに上げるために、香

川大学博物館で実施した特別展『新しい昆虫

食の世界』では、ポスターやパネル、飼料サ

ンプルの展示に加え、動画の作成や口頭説明

を行いました。さらには来館者に向けて昆虫

食に対するアンケートも行い、そこでは90％

の方が間接的昆虫食に興味をもてたという結

果が得られました。また、直接的昆虫食に抵

抗があるという回答をされていた方は、半数

以上いましたが、昆虫飼料を用いて作った食

材については80％もの方から抵抗がないとい

う回答を得ることができました。博物館の来

館者の中には「昆虫食に対してのイメージが

変わった」等の感想を寄せてくださった方も

おり、活動に意義があったのではないかと感

じます。

このような私たちの活動は、ラジオ・新聞な

どに取り上げられ、「間接的昆虫食」が世界

を飢餓から救う存在になると注目されまし

た。また香川県からも高く評価され、「令和

２年度青少年育成香川県民会議の青少年善行

者（団体）」として本サークルが表彰されま

した。家畜に代わる新たなタンパク質源とし

私たちは農学部生ならではの科学的な視点を

活かして、地域の方々に食に関する興味や知

識を持っていただけるようなイベントや企画

を開催しています。

2019年度は、農学部収穫祭2019や香川大学

博物館特別展などを通して「間接的昆虫食」

を広める活動を行いました。「間接的昆虫

食」とは、昆虫を家畜の飼料として与え、そ

の家畜から得られた食料を人間が食べるとい

うものです。世界では人口増加に伴う深刻な

食糧不足が危惧されています。そこで、現在

注目されているのが「昆虫食」です。私達は

新しい栄養源としての「昆虫食」の実現化に

向け、その第一歩として「間接的昆虫食」の提

案を行っています。そして、地域の方々に少しで

も「昆虫食」について関心をもっていただき、

身近に感じていただくことを目指しています。

農学部収穫祭2019では、来場者の方々に昆虫

飼料ミルワームを用いた卵を使って作ったプ

リンと、用いていない卵を使って作ったプリ

ンの食べ比べをしていただき、昆虫飼料に対

する意識調査を行いました。その結果、多く

の方が昆虫飼料を用いて作ったプリンの方が

て注目されつつある「昆虫食」ですが、今後

も活動を通して「昆虫食」に対する抵抗を軽

減していくとともに、「昆虫食」をさらに多くの

方に知っていただきたいと考えています。     

　　　　　　　　　農学部２年　福山ひなの

アメリカミズアブ

昆虫飼料

ニワトリ卵

プリン

料理科学イベント企画サークル Lieto Ottimo　

●ミズアブの特徴　ミズアブと食べ残し
ミズアブは世界中の温熱～亜熱帯に分布
するアブの仲間である。ミズアブの幼虫に
は高い殺菌作用と分解作用があり、この能
力により私たちの出す食べ残しに含まれる
全ての殺菌を死滅させる。ミズアブは効
率よく、衛生的に食べ残しをタンパク質に
変換できる優れた昆虫である。

世界の現状
「世界の人口推移」のグラフを見てわかるように世界人口は
年々増加しており、今後も増え続けることが予想される。地域
ごとに見ると、アジアやアフリカでの人口増加が著しくなって
いる。それを踏まえた上で「世界の飢餓の現状」のマップグラ
フを見てほしい。飢餓人口の割合が高い国々はアフリカを中心
にアジア、南米北部に広がっている。飢餓や栄養不足に陥って
いる人は8億人を越えており、これは世界の9人に1人が飢餓や
栄養不足に苦しんでいる計算になる。このまま飢餓人口の多い
状態が改善されず人口だけが増えていくと、より一層飢餓人口
の割合が高くなってしまう。このような負の連鎖を絶ち切るた
めにはどうすればよいか？いくつかの解決策が考えられている
なかで、Lietto Ottimoは昆虫食について取り上げている。

※写真はイメージです

世界の人口推移（2015年現在）　　　　                            https://graphic-data.com/page/geography/003.html

世界の飢餓の現状（2017年現在）                                      http://www.sapia.jp/read/office_record/1810.html

従来の昆虫食がなかなか受け入れられない原因として挙げられていた「昆虫食の見た目が私たちの食欲を減退させてい
る」という問題を一挙に解決できるのが、今回私たちが紹介する新しい昆虫食、すなわち「間接的な昆虫食」である。
「間接的な昆虫食」とは、昆虫を乾燥・粉砕したものを飼料として牛や豚、鶏などの家畜に与え、その家畜から得られ
た肉や卵などの食料を私たち人間が食べる、というものである。「間接的な昆虫食」では、人間が昆虫を直接食べるわ
けではなく、家畜によって昆虫が一旦消化されるため、昆虫の見た目に対する抵抗の軽減だけでなく、不衛生といった
昆虫に対する負のイメージの緩和も期待されている。

Q：昆虫飼料に対する抵抗は
　   以前よりも減りましたか？

Q：昆虫飼料を用いて作られた
　   食材に抵抗はありますか？

どちらともいえない

抵抗がある

抵抗がない

アンケートの結果、昆虫飼料を用いて
作ったプリンのほうがおいしいと答えた
方の割合が最も多く（図１）、70％以上の
方が、昆虫飼料に対する抵抗が以前より
減ったことがわかった（図 2）。また、昆虫
飼料を用いて作られた食材に抵抗感を
示さない方が75%いたとわかった（図3）。

間接的昆虫食に対するアンケート
（収穫祭2019）

Q：2種類のプリンを比較して
　  どちらがおいしかったですか？

通常の飼料を使った卵のプリン

味の違いがわからなかった
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